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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期
第３四半期
連結累計期間

第17期
第３四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自　2020年１月１日
至　2020年９月30日

自　2021年１月１日
至　2021年９月30日

自　2020年１月１日
至　2020年12月31日

売上高 （千円） 1,249,304 1,509,390 1,732,506

経常利益 （千円） 160,033 241,355 216,868

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 109,596 167,265 159,271

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 109,596 167,265 159,271

純資産額 （千円） 1,139,601 1,345,777 1,189,780

総資産額 （千円） 1,563,353 1,956,102 1,770,727

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 30.15 45.51 43.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 27.86 42.32 40.40

自己資本比率 （％） 72.9 68.8 67.2

 

回次
第16期
第３四半期
連結会計期間

第17期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.77 19.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、2020年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。第16期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大による事業への影響については、今後も注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルスの変異株流行による感染者数の急増を

背景に第４回目の緊急事態宣言が長期化した一方で、ワクチン接種の進捗により感染症の拡大は徐々に落ち着きを

見せつつありますが、依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のなか、国内企業のＩＴ化、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）化は急速に一定の拡が

りを見せたものの、慢性的なＩＴ人材不足は依然として深刻であり、当社のインソーシング事業及びセキュリティ

事業においても新規顧客からの引き合いは増加傾向が続いているため、当第３四半期連結累計期間における親会社

株主に帰属する四半期純利益は堅調に推移いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,509,390千円（前年同四半期比20.8％増）、営業

利益241,463千円（同50.7％増）、経常利益241,355千円（同50.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

167,265千円（同52.6％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

①　インソーシング事業

中堅・中小企業のコーポレートＩＴ部門を対象とした人と知識をシェアする会員制の「シェアード社員サー

ビス」を提供しております。

インソーシング事業では、ユニット体制の小人数化による機動力の向上、スキルレベル定義のハードスキル

とソフトスキルの２軸への見直しによる適正な運用を継続するとともに、実働会員へのヒアリング実施による

サービス品質の向上にも取り組んでおります。

新規顧客については、依然として成長企業を中心に当社ウェブサイトからの問合せが多数を占める状況が続

いており、会員数は608社（前年同四半期比65社増）、そのうち実働会員数は228社（同34社増）となりまし

た。また、シェアード社員数は育児休業取得等による販管部門への異動が２件あったものの、160人（同７人

増）となり、シェアード社員の稼働１時間あたりの売上高は7,718円（同1.3％増）となっております。

この結果、当第３四半期連結累計期間においては、売上高1,395,176千円（前年同四半期比21.0％増）、セ

グメント利益537,106千円（同23.6％増）となりました。

 

②　セキュリティ事業

キャッシュレスペイメントに関するデータ保護対策のコンサルティングサービス及び教育研修サービスを提

供しております。

コンサルティングサービスにおいては、PCI DSS審査対応を年間で平準化して行うサブスクリプション型の

サービス（オンクラウドレビュー）が好調に推移しており、改正割賦販売法の2022年度への延期による売上見

込みの減少に対して一定の抑制を図ることができました。

この結果、当第３四半期連結累計期間においては、売上高114,213千円（前年同四半期比18.1％増）、セグ

メント利益21,436千円（同117.0％増）となりました。
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(2）財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は1,956,102千円となり、前連結会計年度末に比べ185,374千円増

加いたしました。

流動資産については、現金及び預金186,658千円及びその他流動資産4,751千円の増加、売掛金2,419千円の減少

により、前連結会計年度末に比べ188,989千円増加し、1,787,077千円となりました。

固定資産については、有形固定資産が87,669千円、無形固定資産が22,329千円、投資その他の資産が59,026千円

となり、前連結会計年度末に比べ3,614千円減少し、169,025千円となりました。これは主に、ソフトウエア3,289

千円の増加、建物3,604千円及びその他有形固定資産2,607千円の減少によるものであります。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は610,325千円となり、前連結会計年度末に比べ29,378千円増加

いたしました。

流動負債については、前受金121,048千円及び未払法人税等10,309千円の増加、１年内返済予定の長期借入金

7,316千円、未払金86,905千円及びその他流動負債6,005千円の減少により、前連結会計年度末に比べ30,411千円増

加し、590,070千円となりました。

固定負債については、資産除去債務23千円の増加、その他固定負債1,055千円の減少により、前連結会計年度末

に比べ1,032千円減少し、20,255千円となりました。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は1,345,777千円となり、前連結会計年度末に比べ155,996千円

増加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益167,265千円の計上及び剰余金21,889千円の

配当による利益剰余金145,376千円の増加、資本金5,310千円及び資本剰余金5,310千円の増加によるものでありま

す。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重

要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,600,000

計 11,600,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数　（株）
　（2021年９月30日）

提出日現在発行数　
（株）

（2021年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,698,400 3,698,400
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 3,698,400 3,698,400 ― ―

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2021年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日

（注）

4,800 3,698,400 690 310,347 690 270,347

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,691,000 36,910

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式 2,600 － －

発行済株式総数  3,693,600 － －

総株主の議決権  － 36,910 －

（注）１．当第３四半期会計期間末日現在の発行済株式については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2021年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,566,522 1,753,180

売掛金 13,598 11,178

その他 17,966 22,718

流動資産合計 1,598,087 1,787,077

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 74,520 70,915

その他（純額） 19,361 16,753

有形固定資産合計 93,881 87,669

無形固定資産   

ソフトウエア 19,040 22,329

その他 0 －

無形固定資産合計 19,040 22,329

投資その他の資産   

繰延税金資産 8,889 8,197

その他 50,828 50,828

投資その他の資産合計 59,718 59,026

固定資産合計 172,640 169,025

資産合計 1,770,727 1,956,102
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,920 7,199

1年内返済予定の長期借入金 7,316 －

未払金 131,017 44,112

未払法人税等 42,718 53,028

前受金 303,426 424,474

その他 67,260 61,254

流動負債合計 559,659 590,070

固定負債   

資産除去債務 12,205 12,229

その他 9,081 8,025

固定負債合計 21,287 20,255

負債合計 580,946 610,325

純資産の部   

株主資本   

資本金 305,037 310,347

資本剰余金 284,182 289,492

利益剰余金 600,616 745,992

自己株式 △55 △55

株主資本合計 1,189,780 1,345,777

純資産合計 1,189,780 1,345,777

負債純資産合計 1,770,727 1,956,102
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 1,249,304 1,509,390

売上原価 676,862 785,980

売上総利益 572,442 723,409

販売費及び一般管理費 412,208 481,946

営業利益 160,233 241,463

営業外収益   

受取利息 17 14

その他 2 44

営業外収益合計 19 59

営業外費用   

支払利息 209 128

株式交付費 9 39

その他 － 0

営業外費用合計 219 168

経常利益 160,033 241,355

税金等調整前四半期純利益 160,033 241,355

法人税、住民税及び事業税 44,641 73,398

法人税等調整額 5,795 691

法人税等合計 50,437 74,089

四半期純利益 109,596 167,265

親会社株主に帰属する四半期純利益 109,596 167,265
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 109,596 167,265

四半期包括利益 109,596 167,265

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 109,596 167,265
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2020年１月１日
至 2020年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年１月１日
至 2021年９月30日）

減価償却費 14,638千円 14,986千円

のれんの償却額 3,321 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月27日

定時株主総会
普通株式 14,524 8 2019年12月31日 2020年３月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月26日

定時株主総会
普通株式 21,889 6 2020年12月31日 2021年３月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2020年１月１日　至 2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

インソーシング
事業

セキュリティ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,152,617 96,687 1,249,304 － 1,249,304

セグメント間の内部売上高

又は振替高
25,428 － 25,428 △25,428 －

計 1,178,045 96,687 1,274,733 △25,428 1,249,304

セグメント利益 434,569 9,878 444,448 △284,214 160,233

　　（注）１．セグメント利益の調整額△284,214千円には、セグメント間取引消去△25,428千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△258,786千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2021年１月１日　至 2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

インソーシング
事業

セキュリティ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,395,176 114,213 1,509,390 － 1,509,390

セグメント間の内部売上高

又は振替高
23,647 800 24,447 △24,447 －

計 1,418,824 115,013 1,533,838 △24,447 1,509,390

セグメント利益 537,106 21,436 558,543 △317,080 241,463

　　（注）１．セグメント利益の調整額△317,080千円には、セグメント間取引消去△24,447千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△292,632千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年９月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額　　　　　（円） 30.15 45.51

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 109,596 167,265

普通株主に帰属しない金額　　　　　　（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
109,596 167,265

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　（株） 3,635,436 3,675,306

   

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 27.86 42.32

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数　　　　　　　　　　　　（株） 297,915 277,469

（うち新株予約権（株）） （297,915） （277,469）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）当社は、2020年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2021年11月12日

ユナイトアンドグロウ株式会社  

 取　締　役　会　　　御　中 

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 東　京　事　務　所 

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 下 条 　修 司 印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 竹 田 　裕 印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユナイトアンド

グロウ株式会社の2021年1月1日から2021年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から

2021年9月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユナイトアンドグロウ株式会社及び連結子会社の2021年9月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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